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山形県新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部 

第57回本部員会議 議事要旨 

 

日 時 令和４年８月12日(金) 午後３時～午後３時30分 

場 所 県庁５階 502会議室  

出席者 知事（本部長）、副知事（副本部長）、各部局長等（各本部員等） 

１ 開 会（午後３時） 

２ 知事挨拶 

全国では、急激な感染拡大が続いております。８月10日には過去最多となる25万

人を超える新規感染者が確認されました。また、８月９日時点で、39都府県で病床

使用率が50％を超えるなど、医療提供体制のひっ迫が危惧される状況となっており

ます。 

本県では、新規感染者数が連日のように1,000人を超えており、昨日11日には過

去最多となる1,462人となりました。病床使用率も48.6％まで上昇しているところ

です。療養者数も初めて１万人を超え、昨日時点で１万665人となったところであ

ります。今後もこのまま感染状況が続いた場合、医療提供体制のひっ迫も現実のも

のとなる恐れがあります。県民の皆様の健康と命を守り、医療提供体制のひっ迫を

回避するためには、これ以上の感染拡大を何としても食い止めなければなりません。 

県民・事業者の皆様には、改めて効果的な換気などの感染防止対策を徹底し、感

染リスクが高い行動は控えていただくとともに、市町村や関係機関と一丸となって、

感染防止対策に取り組む必要があるものと考えております。 

本日は、県内の感染状況を確認するとともに、今後の対応について、協議・決定

したいと考えておりますので、皆さんよろしくお願いいたします。 

３ 協議 

（１）新型コロナウイルス感染症の発生状況等について（資料P1～P12） 

  ○ 防災くらし安心部長及び健康福祉部長から、国内及び県内における新型コロ

ナウイルス感染症の発生状況について報告した。 

  ○ 健康福祉部長から、現在進めている取組について報告した。 

  ○ 医療統括監から、現在の感染状況に係る医療専門家の意見を報告した。 

  ○ 質問、意見なし。 

（２）県民の皆様へのお願いについて（資料P13～P18） 

○ 防災くらし安心部長から、県民の皆様へのお願いについて報告した。 

○ 質問、意見なし。 

○ 知事から以下のとおり発言があった。 
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  それでは、この案のとおりといたします。これ以上の感染拡大を何としても

食い止めるため、市町村や関係団体と連携し、しっかりと周知を図ってくださ

い。 

（３）その他 

  ○ 発言なし。 

【知事指示事項】 

本県では、新規感染者数が連日のように1,000人を超えており、11日には過去最多と

なる1,462人となりました。感染者数の増加に伴い、病床使用率も昨日11日時点で

48.6％まで上昇しております。また、入院患者や宿泊療養、在宅療養者等の合計も１

万665人となり、初めて１万人を超えました。 

今後も現在の感染状況が続いた場合、医療提供体制のひっ迫が危惧されますので、

本日の会議では、改めての県民の皆様に基本的な感染防止対策の徹底をお願いするこ

とを決定しました。ついては、私から２点指示をいたします。 

１ お盆のシーズンを迎え、帰省や同窓会、成人式などで人と人との接触する機会

が多くなり、さらなる感染の拡大が危惧されます。これ以上感染を拡大させない

ために、本日決定した以下の点について、市町村や関係機関と連携して、県民の

皆様にしっかりと周知を図ってください。 

① 重症化リスクの高い方やそのご家族は、感染リスクが高い行動は避けるなど

感染対策を徹底してください。 

② 同窓会や成人式、親族など、普段会わない人と会食を行う際は、事前の抗原

検査キットを活用した検査などにより、陰性であることを確認し、マスク会食

などの感染対策を徹底してください。 

③ 帰省や旅行で県外と往来する場合は、全国に設置されている無料抗原定性検

査所などを活用し、事前・事後の検査により陰性であることを確認してくださ

い。また、県内の薬局やドラッグストアで無料の抗原検査キットによる検査を

受けることができますので、お盆や夏休みに帰省し、高齢者や基礎疾患のある

重症化リスクの高い方と会う際は、事前に抗原検査キット等を活用し、陰性で

あることを確認してください。 

④ 高齢者や基礎疾患のある方は、早期に４回目のワクチンの接種に努めてくだ

さい。 

⑤ お盆は休みとなる医療機関が多いため、今後の感染に備え、家庭で、解熱剤

やかぜ薬の準備を検討してください。 

２ 現在、毎日1,000名を超える新規の感染者が確認され、１万名を超える方が在宅

で療養を行っております。今後の感染拡大により、自宅療養者がさらに増加する

ことが想定されますので、県民の安全・安心の確保のため、引き続き、県医師会

や県薬剤師会と連携し、保健医療体制の拡充に努めてください。 
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１日も早い第７波の収束、感染対策と経済回復の両立に向けて、県民の皆様、

市町村と一丸となって、この難局を乗り越えてまいりましょう。 

４ 閉 会（午後３時30分） 


